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は
じ
め
に

藤
原
重
家
は
歌
道
家
で
あ
る
六
条
家
の
家
員
で
あ
る
。
父
は
『
詞
花
集
』
撰

者
の
藤
原
顕
輔
、
母
は
そ
の
家
女
房
で
あ
っ
た
。
初
名
は
光
輔
、
後
に
は
出
家

し
て
蓮
寂
（
あ
る
い
は
蓮
家
）
と
号
し
た
。
顕
輔
の
六
条
邸
を
伝
領
す
る
一
方
、

非
参
議
正
三
位
大
宰
大
弐
に
ま
で
昇
り
官
途
に
も
恵
ま
れ
た
。
和
漢
兼
作
で
管

弦
も
よ
く
し
た
。
和
歌
事
跡
も
少
な
く
な
い
。
仁
安
元
年
『
中
宮
亮
重
家
朝
臣

家
歌
合
』
の
開
催
、
経
盛
本
『
万
葉
集
』
の
書
写
や
二
条
天
皇
歌
壇
で
の
活
躍
、

自
邸
で
の
歌
会
等
の
歌
歴
が
知
ら
れ
る
。
父
祖
や
兄
弟
の
清
輔
、
季
経
、
顕
昭

に
比
す
る
と
地
味
で
は
あ
る
が
、
官
人
・
歌
人
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る

人
物
で
あ
る
。

そ
の
私
家
集
で
あ
る
『
重
家
集
』
は
、
岡
田
希
雄
の
報
告
以
降
（
１
）、
後
に
尊
経

閣
文
庫
本
、
慶
應
義
塾
図
書
館
本
が
報
告
さ
れ
、
谷
山
茂
、
樋
口
芳
麻
呂
編
『
未

刊
中
古
私
家
集　

二
』（
古
典
文
庫
、
一
九
六
三
年
）、『
私
家
集
大
成
』、『
新

編
国
歌
大
観
』
等
に
活
字
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
古
典
文
庫
の
解
題
で
は
、
重
家

の
伝
記
を
兼
ね
た
集
全
体
に
渡
る
詠
作
年
次
の
推
定
や
諸
本
の
解
説
が
あ
り
、

岡
田
論
文
と
共
に
『
重
家
集
』
研
究
の
基
礎
文
献
で
あ
る
。『
重
家
集
』
に
は

二
条
天
皇
歌
壇
の
歌
会
が
緻
密
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
院
政
期
歌
壇
史
の
重
要

史
料
で
あ
る
が
、『
重
家
集
』
の
研
究
は
歴
史
史
料
と
し
て
の
評
価
に
強
く
規

定
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
編
年
体
歌
集
と
い
う
側
面
が
重
視
さ
れ
、

書
誌
学
的
、
歌
壇
史
的
な
研
究
が
盛
ん
に
な
さ
れ
た
が
残
さ
れ
た
問
題
は
少
な

く
な
い
。

仁
和
寺
御
室
守
覚
法
親
王
に
献
上
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
六
条
家
と

仁
和
寺
と
の
関
係
を
知
る
上
で
も
重
要
な
作
品
で
あ
る
。
合
点
の
存
在
や
詞
書

の
分
析
な
ど
、
歌
集
内
部
に
も
ま
だ
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
課
題
が
多
く

残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
『
重
家
集
』
の
詞
書
に
付
さ
れ
た
注
記
を
手
が
か
り
に
し

て
合
点
に
つ
い
て
論
じ
、
そ
こ
か
ら
判
明
す
る
こ
と
を
も
と
に
、
守
覚
と
重
家

と
の
関
係
を
論
じ
る
。
さ
ら
に
、『
重
家
集
』
の
性
格
や
『
重
家
集
』
と
同
様

『
重
家
集
』
考

│
│ 

守
覚
法
親
王
と
の
関
わ
り
を
中
心
に 

│
│
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の
経
緯
で
成
立
し
た
諸
私
家
集
に
つ
い
て
も
触
れ
た
い
。

一　
「
二
条
天
皇
内
裏
百
首
」
の
検
討

『
重
家
集
』
を
活
用
し
た
研
究
と
し
て
は
、
久
保
田
淳
の
網
羅
的
な
中
世
和

歌
史
の
研
究
（
２
）、
井
上
宗
雄
に
よ
る
六
条
家
歌
人
伝
の
研
究
（
３
）等
が
あ
る
が
、
特
に

二
条
天
皇
内
裏
歌
壇
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
し
た
の
は
松
野
陽
一
で
あ
る
（
４
）。
松

野
は
『
重
家
集
』
を
手
が
か
り
に
二
条
天
皇
内
裏
歌
壇
の
動
向
を
調
査
し
た
。

特
に
「
二
条
天
皇
内
裏
百
首
」（
以
下
内
裏
百
首
）
は
重
要
な
催
し
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
、
中
村
文
が
同
百
首
に
参
加
し
た
歌
人
を
分
析
し
、
二
条
天
皇
に

よ
る
近
習
と
の
和
歌
活
動
に
は
君
臣
和
楽
を
実
現
す
る
政
教
的
な
要
素
が
強
く

存
し
て
い
た
と
指
摘
す
る
（
５
）。

内
裏
百
首
は
、
二
条
天
皇
・
重
家
・
通
能
・
雅
重
・
範
兼
・
定
隆
・
宗
家
の

参
加
が
想
定
さ
れ
、
永
暦
二
年
七
月
二
日
に
賜
題
、
同
四
日
か
ら
隔
日
で
十
首

ず
つ
披
講
を
行
い
、
十
九
日
後
の
七
月
二
十
二
日
に
終
篇
し
た
百
首
で
、
花
・

時
鳥
・
月
・
雪
・
祝
・
初
恋
・
忍
恋
・
初
逢
恋
・
後
朝
恋
・
会
不
会
恋
の
十
題

十
首
で
構
成
さ
れ
た
。
十
首
を
単
位
に
し
た
百
首
は
「
崇
徳
院
句
題
百
首
」、

「
師
光
百
首
」
等
の
先
例
が
あ
る
が
、
本
百
首
の
よ
う
に
披
講
ま
で
行
う
の
は

特
殊
な
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
正
本
は
現
存
せ
ず
、
諸
歌
集
に
詠
が
取
ら
れ
る
が
、

こ
の
百
首
を
一
括
で
残
す
の
は
『
重
家
集
』
の
み
で
あ
る
。
同
集
に
は
、
開
催

の
経
緯
に
つ
い
て
注
が
施
さ
れ
て
い
る
。

＼
内
裏
百
首　
①
永
暦
二
年
七
月
二
日
賜
題
、
四
日
被
始
講
、
隔
日
十
首
被
講
之
、
十
九
ケ
日
終
篇
、

②
此
百
首
皆
以
別
様
、然
而
事
為
厳
重
、③
併
可
入
何
歟
、仍
別
不
合
点
、又
為
下
品
者
全
分
可
被
除
歟
（
丸

番
号
：
梅
田
）

「
＼
」
は
底
本
に
存
す
る
朱
の
右
合
点
で
あ
る
。「
内
裏
百
首
」
の
標
目
に
細

字
で
注
記
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
は
松
野
陽
一
に
よ
っ
て
、
次
の

よ
う
に
内
裏
百
首
の
開
催
事
情
を
述
べ
る
も
の
と
解
さ
れ
て
き
た
。

「
此
百
首
皆
以
別
様
」
以
下
の
文
意
は
難
解
で
あ
る
が
、「
別
様
」
は
歌
人

毎
も
し
く
は
歌
題
毎
に
別
様
に
記
す
の
意
な
の
で
あ
ろ
う
か
。「
然
而
」

以
下
は
作
品
の
完
成
度
と
質
の
高
さ
、
並
び
に
形
式
を
厳
重
に
整
え
る
為

に
、
歌
稿
の
形
な
ど
で
各
題
毎
に
何
首
か
余
計
に
書
い
た
り
し
て
お
き
、

そ
れ
に
合
点
を
付
し
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
は
せ
ず
、「
下
品
」
の
歌
は

全
部
除
去
し
た
、
自
ら
秀
作
と
認
め
る
も
の
の
み
を
記
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と

い
う
内
容
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
「
別
様
」
は
、
全
体
と
し
て
統
一
し
た

書
様
は
無
く
、
各
人
毎
に
自
由
に
別
様
に
記
す
、
と
い
う
こ
と
を
い
っ
て

い
る
と
解
せ
そ
う
に
思
わ
れ
る
（
６
）。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
人
が
各
題
ご
と
に
十
首
以
上
の
歌
を
書
い

た
歌
稿
を
用
意
し
、
合
点
も
付
さ
ず
に
良
歌
の
み
を
選
ん
だ
と
し
て
も
、
過
去

の
催
し
に
「
併
可
入
何
歟0

」、「
又
為
下
品
者
全
分
可
被
除
歟0

」
と
疑
問
を
提
示

し
て
い
る
点
不
審
が
残
る
。
そ
も
そ
も
重
家
自
身
が
参
加
し
た
百
首
に
「
歟
」

は
不
必
要
で
あ
ろ
う
。
特
に
問
題
と
な
る
の
は
「
仍
別
不
合
点
、
又
為
下
品
者

全
分
可
被
除
歟
」
で
あ
ろ
う
。『
重
家
集
』
に
は
「
内
裏
百
首
」
詠
は
百
首
全

て
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
仮
に
歌
稿
に
「
下
品
の
歌
」
が
記
さ
れ
て
い
た
と
し

て
も
、『
重
家
集
』
に
は
そ
れ
ら
を
徐
棄
し
た
後
の
正
稿
の
み
が
収
載
さ
れ
た
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こ
と
に
な
る
（
７
）。
除
棄
し
て
い
な
い
歌
も
収
載
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
と
も
か
く
、

『
重
家
集
』
に
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
よ
う
な
説
明
を
載
せ
る
理
由
は
薄
い
。
注
記
の

全
文
を
「
内
裏
百
首
」
の
説
明
と
読
ん
だ
松
野
の
論
で
は
不
審
な
箇
所
が
残
っ

て
し
ま
う
。

私
見
で
は
、
注
記
の
部
分
は
大
き
く
三
箇
所
に
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
①
が
賜
題
か
ら
終
篇
ま
で
の
日
数
を
示
し
た
文
で
あ
る
た
め
、
②
以
下
も

百
首
の
開
催
に
関
す
る
記
述
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
②
は
「
こ
の

百
首
は
以
前
の
百
首
と
は
別
の
様
式
（
方
法
）
で
行
わ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

百
首
は
厳
密
に
遂
行
さ
れ
た
」
と
解
し
た
い
。「
別
様
」
は
松
野
も
述
べ
る
通
り
、

確
か
に
何
が
別
様
な
の
か
判
断
に
迷
う
が
、
少
な
く
と
も
歌
稿
の
書
式
と
は
考

え
に
く
く
、
こ
こ
で
は
披
講
を
含
む
百
首
の
形
式
を
指
し
た
も
の
と
考
え
て
み

た
い
。「
内
裏
百
首
」
が
隔
日
で
十
首
ず
つ
披
講
す
る
特
殊
な
形
式
の
催
し
で

あ
り
な
が
ら
、
遅
滞
も
遺
漏
も
な
く
遂
行
さ
れ
た
こ
と
を
「
厳
密
」
と
表
現
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

稿
者
は
③
以
下
を
『
重
家
集
』
に
付
さ
れ
た
合
点
に
つ
い
て
の
記
述
と
考
え

た
い
。
③
以
下
は
「
し
か
し
、（
家
集
に
）
ど
の
よ
う
な
歌
を
入
集
さ
せ
る
べ

き
で
し
ょ
う
か
（
判
断
に
悩
み
ま
す
）。
し
た
が
っ
て
（
百
首
内
の
歌
そ
れ
ぞ

れ
に
）
合
点
を
付
け
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
下
品
の
歌
は
分
け
て
す

べ
て
除
く
べ
き
で
し
ょ
う
か
」
と
解
せ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
い
う
合
点

は
「
内
裏
百
首
」
の
歌
稿
に
付
さ
れ
た
合
点
で
は
な
く
、『
重
家
集
』
全
体
に

付
さ
れ
た
合
点
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

①
②
は
事
情
に
通
じ
た
者
に
し
か
書
け
な
い
が
、
③
は
、
事
情
を
知
ら
な
い

読
み
手
に
向
け
て
書
か
れ
た
「
内
裏
百
首
」
の
説
明
と
し
て
は
難
解
す
ぎ
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
『
重
家
集
』
の
合
点
に
つ
い
て
の
注
記
と
考
え
れ
ば
、
こ
れ

は
、「
内
裏
百
首
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
べ
き
か
」
を
説
明
す
る
編
集
注
記
と
読

み
う
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
編
集
注
記
は
管
見
の
範
囲
で
は
他
に
存
し
な
い

よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
「
内
裏
百
首
」
の
扱
い
が
特
別
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
次
の
節
で
合
点
の
問
題
と
共
に
具
体
的
に
検
証
す
る
。

二　
『
重
家
集
』
の
合
点
と
奥
書

『
重
家
集
』
に
は
三
種
類
の
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
未
だ
十
分
に
検
討
さ

れ
て
お
ら
ず
、
放
置
さ
れ
て
き
た
問
題
で
あ
る
（
８
）。
集
内
部
に
は
、
右
合
点
（
＼

と
表
記
す
る
）、
左
合
点
（
／
と
表
記
す
る
）、
圏
点
（
◯
と
表
記
す
る
）
が
存

し
、
下
巻
の
み
の
慶
應
義
塾
図
書
館
本
に
は
徐
棄
記
号
と
見
ら
れ
る
鉤
点
が
あ

る
が
、
こ
れ
は
尊
経
閣
文
庫
本
末
尾
と
慶
應
義
塾
図
書
館
本
巻
頭
と
の
重
複
歌

に
付
さ
れ
た
も
の
で
無
視
す
る
。
内
訳
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

／
の
み　

…
和
歌
63

＼
の
み　

…
和
歌
５　

詞
書
１

○
（
朱
）
…
和
歌
１
０
８

○
＼　
　

…
和
歌
１
７
７

○
／　
　

…
和
歌
８

／
＼　
　

…
な
し

総
数
で
見
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
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○
総
数　

…
和
歌
２
９
３

＼
総
数　

…
和
歌
１
８
２　

詞
書
１

／
総
数　

…
和
歌
71

な
お
、
左
右
の
合
点
が
同
時
に
付
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
左
合
点
は
右
合
点

を
つ
け
た
後
で
付
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
圏
点
は
半
分
近
い
歌
に
付
さ
れ
、

左
右
の
合
点
は
贈
答
歌
に
も
題
詠
歌
に
も
付
さ
れ
、
法
則
性
を
見
出
す
こ
と
は

容
易
で
は
な
い
。

注
意
す
べ
き
は
、
一
箇
所
だ
け
詞
書
に
右
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
が
先
に
述
べ
た
九
七
番
歌
詞
書
の
「
内
裏
百
首
」
で
あ
る
。
さ
ら
に

「
内
裏
百
首
」
の
各
詠
に
は
左
右
合
点
が
付
さ
れ
な
い
。
こ
れ
は
詞
書
に
合
点

さ
れ
る
こ
と
で
百
首
す
べ
て
に
合
点
が
か
か
る
こ
と
を
指
示
す
る
も
の
で
あ
ろ

う
。合

点
が
付
さ
れ
な
い
歌
群
と
し
て
は
、
二
二
一
番
歌
か
ら
二
三
八
番
歌
ま
で

の
「
艶
書
御
会
」
が
あ
る
。
こ
の
箇
所
に
は
朱
筆
や
細
字
で
訂
正
が
入
り
、
国

会
図
書
館
本
と
尊
経
閣
文
庫
本
で
異
同
も
あ
る
。
本
文
上
の
混
乱
も
想
定
さ
れ

る
が
、
特
異
な
催
し
で
あ
り
合
点
は
付
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

た
し
か
に
、
合
点
は
集
の
成
立
に
か
か
わ
ら
な
い
後
人
が
付
す
こ
と
も
多
く
、

転
写
の
過
程
で
移
動
し
や
す
い
要
素
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
会
図
書
館
本
に
も

左
右
合
点
及
び
圏
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
重
家
の
手
に
よ
っ
て
合
点
が
付
さ
れ

た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
左
右
の
合
点
が
付
さ
れ
た
経
緯
は
奥
書
に
示
さ
れ
て

い
る
。
岡
田
が
奥
書
を
三
部
に
分
け
て
お
り
、
そ
れ
に
従
っ
て
読
ん
で
い
き
た

い
。

保
元
四
年
以
後
拙
什
、
依
仰
払
底
書
進
之
、
此
以
前
愚
詠
等
、
不
留
草
之

間
、
悉
以
忘
却
、
努
力
〻
〻
不
可
及
外
見
、
定
招
嘲
哢
候
歟
之
由
、
能
〻

可
令
申
入
給
矣
（
第
一
奥
書
）

治
承
二
年
七
月
三
日
進
之
、
此
以
後
、
草
出
来
者
可
尋
加
也
、
追
仰
彼
入

道
尋
常
歌
等
令
合
畢
（
第
二
奥
書
）

以
仁
和
寺
宮
本
書
写
了
、
重
家
自
筆
歟
（
第
三
奥
書
）

第
一
奥
書
は
「
拙
什
」
と
い
う
表
現
か
ら
重
家
自
身
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

保
元
四
年
以
降
の
詠
作
を
払
底
し
て
家
集
を
編
ん
だ
と
す
る
が
、「
依
仰
」
と

あ
る
所
か
ら
貴
顕
か
ら
の
依
頼
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
第
三

奥
書
か
ら
仁
和
寺
宮
の
所
持
本
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
、
岡
田
は
こ
れ
を
根

拠
に
し
て
制
作
依
頼
主
を
守
覚
と
認
定
す
る
。

第
二
奥
書
で
は
、
治
承
二
年
七
月
三
日
に
進
上
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

だ
が
、
そ
の
あ
と
に
一
度
重
家
に
差
し
戻
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
此
以
後
、

草
出
来
者
可
尋
加
也
」
は
、
第
一
奥
書
を
受
け
て
「
歌
集
を
進
上
し
て
以
降
も
、

重
家
が
残
し
て
置
か
な
か
っ
た
と
い
う
保
元
四
年
以
前
の
歌
を
探
し
て
加
え
る

べ
き
で
あ
る
」
と
読
み
た
い
。
新
詠
を
「
尋
加
」
と
表
現
す
る
こ
と
に
違
和
感

が
あ
る
。
さ
ら
に
、
追
加
で
「
尋
常
の
歌
」
等
に
合
せ
し
め
た
と
い
う
。「
令

合
畢
」
は
「
尋
常
の
歌
」
を
追
加
し
た
と
い
う
解
釈
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
守

覚
へ
の
進
上
後
（
治
承
二
年
七
月
三
日
以
降
）
に
和
歌
が
追
加
さ
れ
た
明
徴
は

な
く
「
合
点
を
施
し
た
」
の
意
で
あ
ろ
う
。

第
二
奥
書
の
記
述
か
ら
、
左
右
ど
ち
ら
か
、
あ
る
い
は
両
方
の
合
点
は
守
覚

へ
の
献
上
後
、
重
家
に
差
し
戻
し
た
折
に
追
加
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
と
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思
わ
れ
る
。
同
時
に
「
内
裏
百
首
」
の
注
記
も
合
点
が
付
さ
れ
た
際
に
付
け
ら

れ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
第
一
、
第
二
奥
書
及
び
「
内
裏
百
首
」

の
詞
書
の
注
記
は
、
守
覚
と
重
家
の
直
接
の
交
流
を
示
す
の
で
は
な
く
、
重
家

と
守
覚
の
間
を
取
り
持
っ
た
人
物
と
の
通
信
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
従
来

指
摘
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
第
一
奥
書
に
「
可
令
申
入
0

0

給
」
と
あ
っ
て
、
守
覚
と

重
家
と
の
間
に
両
者
に
関
わ
っ
た
人
物
が
い
た
よ
う
で
あ
る
。

で
は
、
守
覚
は
ど
の
よ
う
な
基
準
で
『
重
家
集
』
の
合
点
を
付
け
さ
せ
た
の

で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
、
同
じ
く
治
承
二
年
八
月
に
守
覚
に
奉
ら
れ
た
『
林
葉
集
』

の
奥
書
を
検
討
す
る
こ
と
で
類
推
で
き
る
。

箇
内左

点　
　

百
五
十
八
首

右
点　
　

七
十
五
首

無
点　
　

四
百
卅
七
首

但
左
点
は
当
座
人
并〻
後
日
伝
聞
人
〻
聊
有
感
気
歌
等
也

右
点
は
撰
集
并
所
〻
打
聞
等
被
撰
入
歌
等
也

無
点
は
不
及
沙
汰
謬
歌
、
但
依
多
召
所
令
注
進
也

治
承
弐
年
八
月
廿
二
日

右
林
葉
集
者
俊
恵
法
師
俊
頼
朝
臣

子
息　

歌
也
、
此
写
本
者
将
軍
家
常
徳
院
殿

　
　
　

以
御

本
所
令
書
写
之
本
也
、
以
件
本
書
写
也

『
林
葉
集
』
は
、
簗
瀬
一
雄
が
伝
本
を
整
理
し
（
９
）、
久
保
木
秀
夫
が
古
筆
切
及

び
伝
本
を
調
査
し
て
河
野
本
、
書
陵
部
本
を
基
準
と
し
た
校
本
を
作
成
し
て
い

る
）
10
（

。
現
存
伝
本
は
す
べ
て
後
人
の
手
が
入
っ
た
増
補
本
で
あ
り
、
久
保
木
に
よ

る
と
合
点
の
総
数
と
奥
書
に
記
さ
れ
る
合
点
の
数
が
一
致
す
る
本
は
な
く
、
諸

本
で
も
出
入
り
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
合
点
に
つ
い
て
は
一
応
俊
恵
が
付

し
た
段
階
の
も
の
が
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。

奥
書
に
よ
れ
ば
、
左
合
点
は
当
座
の
人
々
及
び
後
に
伝
聞
で
人
々
に
感
気
が

有
る
と
さ
れ
た
秀
歌
で
あ
り
、
右
合
点
は
撰
集
に
入
集
し
た
歌
等
で
あ
る
。
位

相
は
や
や
異
な
る
が
、
ど
ち
ら
も
評
価
を
受
け
た
秀
歌
な
の
で
あ
る
。
無
点
歌

は
「
不
及
沙
汰
謬
歌
」
で
あ
る
と
い
う
。
自
詠
を
謙
遜
し
て
述
べ
た
も
の
で
あ

ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
な
詠
作
ま
で
含
む
ほ
ど
「
多
く
の
歌
」
を
奉
る
よ
う
に
申

し
渡
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
同
じ
守
覚
か
ら
の
要
請
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た

『
重
家
集
』
も
家
集
編
纂
に
あ
た
り
『
林
葉
集
』
と
同
じ
か
、
類
似
し
た
要
求

を
出
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
こ
の
両
書
の
奥
書
を
付
き
あ
わ
せ
る
こ
と

で
、
私
家
集
を
製
作
す
る
に
あ
た
っ
て
献
上
者
が
二
人
に
出
し
て
い
た
要
求
の

内
容
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三　

守
覚
か
ら
の
要
求
と
献
上
歌
集
の
性
質

こ
こ
ま
で
の
材
料
か
ら
推
測
で
き
る
守
覚
側
か
ら
の
要
求
は
、
ま
ず
「
多
く

の
歌
が
載
る
歌
集
」
と
い
う
規
模
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。『
重
家
集
』
で
は

集
の
成
立
以
降
も
家
集
に
歌
を
追
加
す
べ
き
で
あ
る
と
命
ぜ
ら
れ
、『
林
葉
集
』

は
多
く
の
歌
を
載
せ
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
て
い
た
。

次
に
「
良
い
歌
が
ど
れ
で
あ
る
か
を
示
し
て
い
る
」（
あ
る
い
は
秀
歌
撰
で

あ
る
）
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
林
葉
集
』
が
秀
歌
の
位
相
を
左
右
合
点
で
示
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し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
無
点
歌
を
「
不
及
沙
汰
謬
歌
」
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
判
明
す
る
。
こ
の
両
集
の
共
通
項
は
、
他
の
守
覚
へ
の
献
上
歌
集
に
も
当
て

は
ま
る
。

『
重
家
集
』
や
『
林
葉
集
』
を
は
じ
め
、
数
百
首
か
ら
な
る
大
規
模
な
私
家

集
群
が
治
承
二
年
ご
ろ
を
収
載
上
限
と
し
て
次
々
成
立
し
、
同
じ
く
守
覚
に
奉

ら
れ
た
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
）
11
（

。
現
在
、
奥
書
か

ら
献
上
が
確
実
な
俊
成
『
長
秋
詠
藻
』
の
他
、
教
長
『
貧
道
集
』、『
清
輔
集
』、

実
定
『
林
下
集
』、『
頼
政
集
』
が
候
補
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
千
草
聡
は

『
古
蹟
歌
書
目
録
』
第
十
「
諸
家
集
近
代
」
に
載
る
諸
家
集
か
ら
、『
資
隆
集
』、

『
登
蓮
集
』、『
顕
昭
集
』、『
寂
然
集
』、『
堀
河
集
』、『
兵
衛
集
』
の
い
く
つ
か

は
守
覚
の
集
集
に
よ
る
か
と
述
べ
て
い
る
）
12
（

。
今
後
の
考
究
が
待
た
れ
る
が
、
献

上
が
確
実
な
『
重
家
集
』、『
林
葉
集
』、『
長
秋
詠
藻
』
お
よ
び
『
貧
道
集
』
等

の
比
較
検
討
に
は
守
覚
の
集
書
事
業
の
性
格
を
考
え
る
上
で
も
大
き
な
意
味
が

あ
る
。

こ
れ
ら
の
歌
集
は
規
模
が
似
通
う
が
、
そ
の
部
類
・
編
年
の
別
や
部
立
構
成

は
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
を
閲
す
る
と
、
二
条
天
皇
や
崇

徳
院
へ
の
追
慕
歌
が
多
く
見
え
る
こ
と
や
、
詠
作
機
会
を
明
示
す
る
傾
向
が
強

い
こ
と
等
、
相
互
に
似
通
う
歌
材
や
詠
作
状
況
が
存
す
る
点
に
は
注
意
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。『
出
観
集
』
の
よ
う
に
歌
題
の
み
記
す
歌
集
は
ほ
と
ん
ど
な
い
こ

と
も
、
守
覚
が
歌
集
の
編
集
に
関
す
る
要
求
を
出
し
て
い
た
可
能
性
を
う
か
が

わ
せ
る
。

特
に
、
こ
れ
ら
の
歌
集
に
お
け
る
百
首
歌
の
扱
い
は
『
重
家
集
』
を
考
え
る

上
で
重
要
で
あ
る
。『
貧
道
集
』
で
は
「
初
度
百
首
」、「
久
安
百
首
」、「
句
題

百
首
」
を
解
体
し
た
上
で
そ
れ
ぞ
れ
の
部
に
配
置
し
て
い
る
）
13
（

。『
長
秋
詠
藻
』

は
上
中
下
の
三
巻
の
内
、
上
を
「
久
安
百
首
」
と
保
延
七
年
頃
の
「
述
懐
百
首
」

の
二
つ
の
百
首
歌
に
あ
て
て
い
る
）
14
（

。
百
首
歌
の
収
載
は
、
こ
れ
ら
の
歌
集
の
中

で
、
特
に
歌
集
規
模
を
保
つ
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。『
重
家
集
』

の
「
内
裏
百
首
」
に
お
け
る
注
記
か
ら
考
え
る
に
百
首
歌
の
収
載
、
特
に
「
久

安
百
首
」
や
「
句
題
百
首
」
と
い
っ
た
崇
徳
・
二
条
天
皇
時
代
の
和
歌
催
事
を

多
数
収
載
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

ま
た
、『
重
家
集
』
で
は
二
条
天
皇
内
裏
御
会
の
詠
を
記
す
に
あ
た
っ
て
「
卒

爾
」
や
「
片
時
」（
八
番
歌
の
み
）「
当
座
」
な
ど
御
会
の
性
質
を
細
か
く
注
し

て
お
り
、
ま
た
二
二
一
番
歌
か
ら
二
三
八
番
歌
ま
で
の
「
艶
書
御
会
」
に
お
け

る
長
文
の
詞
書
や
、
二
六
七
番
歌
の
「
刑
部
卿
逆
修
会
」
に
お
い
て
詞
書
が
異

な
る
「
或
書
」
が
あ
っ
た
ら
し
く
（
上
欄
注
記
）、
詠
作
事
情
に
つ
い
て
比
較

的
詳
し
く
記
す
傾
向
が
あ
る
。『
貧
道
集
』
の
細
注
や
『
林
葉
集
』
の
丁
寧
な

詞
書
な
ど
、
他
の
歌
集
も
詠
作
機
会
を
明
示
す
る
傾
向
は
強
い
。
秀
歌
の
収
載

や
規
模
と
同
様
に
、
可
能
な
限
り
の
詠
作
機
会
の
明
示
も
求
め
ら
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

守
覚
側
か
ら
の
家
集
制
作
に
お
け
る
要
求
は
、
各
人
で
書
式
や
様
式
を
揃
え

る
よ
う
な
性
質
で
は
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
そ
の
要
求
は
各
献
上
家
集
に
対
し
て

一
定
の
拘
束
力
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、『
重
家
集
』
で
献
上
後
に
合
点
を
付
す
こ
と
や
、
以
前
の
詠
草
を
追

加
す
る
よ
う
求
め
た
よ
う
に
、
守
覚
は
献
上
後
に
追
加
で
別
の
要
求
を
付
す
こ
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と
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
顕
昭
が
寿
永
二
年
に
守
覚
に
奏
上
し
た
『
古
今
集

序
注
』
で
は
、
文
治
二
年
と
建
久
二
年
に
、「
重
ね
て
の
仰
せ
」
に
依
り
声
点

を
差
し
た
と
奥
書
に
あ
る
）
15
（

。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
も
、『
重
家
集
』
が
守
覚
へ

の
献
上
歌
集
で
あ
る
こ
と
に
強
く
規
定
さ
れ
た
側
面
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
疑

い
得
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
守
覚
及
び
仁
和
寺
と
の
関
係
か
ら
『
重
家
集
』

を
考
え
る
こ
と
は
、
守
覚
の
歌
書
収
集
事
業
を
考
え
る
上
で
も
有
意
義
で
あ
る
。

次
に
守
覚
と
重
家
と
の
関
係
を
考
え
て
み
た
い
。

四　
『
重
家
集
』
の
謙
譲
表
現

西
村
加
代
子
が
指
摘
す
る
通
り
、
治
承
二
年
ご
ろ
の
守
覚
が
歌
書
を
収
集
し

た
時
期
に
お
け
る
六
条
家
歌
人
と
仁
和
寺
の
和
歌
の
関
わ
り
は
、
重
家
の
歌
集

献
上
の
他
に
確
認
で
き
な
い
）
16
（

。
ま
た
、
推
定
年
次
は
論
者
で
若
干
異
な
る
も
の

の
、
こ
の
時
期
で
は
顕
昭
も
ま
だ
叡
山
に
居
り
仁
和
寺
に
は
住
し
て
い
な
い
可

能
性
が
高
い
）
17
（

。
こ
の
頃
の
顕
昭
と
守
覚
と
の
関
わ
り
は
寿
永
・
文
治
年
間
に
各

勅
撰
集
注
を
進
め
る
よ
う
に
な
る
ほ
ど
深
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
し
て
や
守
覚
と
重
家
は
顕
昭
以
上
に
疎
遠
な
関
係
で
あ
っ
た
と
覚
し
い
。
そ

れ
が
『
重
家
集
』
の
表
現
に
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
る
の
か
を
見
て
み
た
い
。

二
条
院
か
く
れ
さ
せ
た
ま
ひ
て
の
と
し
、
九
月
十
三
夜
月
あ
か
ゝ
り

し
に
、
左
京
大
夫
顕
広
の
も
と
よ
り

く
も
の
う
へ
は
か
は
り
に
け
り
と
き
く
物
を
み
し
よ
に
ゝ
た
る
よ
は
の
月

か
な

愚
和

あ
り
し
よ
に
月
の
光
は
か
は
ら
ね
と
な
み
た
に
か
く
は
く
も
り
や
は
せ
し

 

（
重
家
集
・
二
九
七
、
二
九
八
）

俊
成
か
ら
の
返
歌
に
「
愚
和
」
の
表
現
を
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
表
現
は
俊

成
に
対
し
て
他
に
一
例
、
他
に
「
あ
ま
内
侍
」「
頼
政
」「
公
光
」
に
対
し
て
も

使
わ
れ
て
い
る
。
返
歌
の
書
き
方
と
し
て
「
愚
和
」
は
珍
し
く
、
近
い
時
代
で

は
慈
円
が
「
乍
恐
無
左
右
進
愚
和
」（
慈
円
Ⅰ
・
五
一
六
二
）
と
謙
譲
の
意
で

使
う
が
、
時
代
が
下
る
『
再
昌
草
』
を
除
い
て
他
に
用
例
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

な
い
。『
重
家
集
』
で
は
「
返
し
」
の
詞
書
も
四
九
例
あ
る
。
た
だ
「
返
し
」

と
だ
け
あ
る
の
は
二
九
首
、
四
四
二
番
歌
（
相
手
は
頼
政
。
但
し
末
句
は
忘
却

し
た
と
あ
る
）
以
外
ほ
ぼ
重
家
の
自
詠
に
使
わ
れ
て
い
る
。

次
に
「
下
官
」
の
表
現
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
次
の
よ
う
に
御
製
（
二
条
天
皇
）

と
清
輔
に
対
し
使
わ
れ
て
い
る
。

　
　

本
歌
、
御
製

な
か
〳
〵
に
な
さ
け
を
か
け
ぬ
も
の
な
ら
は
い
ま
は
思
ひ
の
た
え
ま
し
物

を
　
　

下
官
返
歌

う
し
さ
ら
は
な
さ
け
も
か
け
し
さ
ゝ
か
に
の
い
と
た
え
や
す
き
心
な
り
け

り
 

（
重
家
集
・
二
二
六
、
二
二
七
）

　
　

三
位
大
進
四
位
正
下
せ
ら
れ
た
り
し
よ
ろ
こ
ひ
い
ひ
た
り
し
返
事
に
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大
進

今
日
こ
そ
は
く
ら
ゐ
の
や
ま
の
み
ね
ま
て
に
こ
し
ふ
た
へ
に
て
の
ほ
り
つ

き
ぬ
れ

　
　

返
し 

下
官

く
ら
ゐ
や
ま
み
ね
に
の
ほ
る
と
な
に
か
い
ふ
な
ほ
さ
か
ゆ
か
む
す
ゑ
は
と

ほ
き
を

 

（
重
家
集
・
四
九
〇
、
四
九
一
）

「
下
官
」
も
こ
の
時
代
の
歌
集
で
は
他
に
見
な
い
謙
譲
表
現
で
あ
る
。
た
だ
、

二
条
天
皇
に
対
し
て
も
二
三
七
、
二
三
八
の
贈
答
で
は
「
予
返
歌
」
と
あ
っ
て

厳
密
な
使
い
分
け
は
な
い
。
こ
の
時
点
で
は
出
家
を
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
す

表
現
で
も
あ
ろ
う
か
。
清
輔
を
「
三
位
大
進
」
と
呼
ぶ
の
は
、
頼
政
や
重
家
ら

限
ら
れ
た
人
物
に
よ
る
呼
称
で
あ
る
）
18
（

が
『
重
家
集
』
に
限
っ
て
い
え
ば
尊
称
と

み
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
謙
譲
表
現
は
貴
顕
や
兄
弟
に
対
す
る
ば
か
り
で
は
な
い
。

こ
の
な
け
き
の
五
十
日
は
て
し
日
、
少
納
言
少
将
に
な
り
た
り
し
に
、

刑
部
卿
の
も
と
よ
り

か
ら
こ
ろ
も
ぬ
れ
し
た
も
と
も
か
は
く
ら
し
こ
の
う
れ
し
さ
を
袖
に
つ
ゝ

み
て

　
　

返
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

老
沙
弥

お
も
ひ
や
れ
ぬ
れ
し
た
も
と
を
ひ
き
か
へ
て
こ
の
う
れ
し
さ
を
つ
ゝ
む
心

を
　
　

少
将
か
許
へ
い
ひ
つ
か
は
し
　ゝ
　
　
　
　
　
　
　
　

老
沙
弥

ひ
な
つ
る
の
は
ね
の
は
や
し
に
い
り
ぬ
れ
は
と
ひ
た
つ
は
か
り
う
れ
し
か

り
け
り

　
　

返
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽
林

と
ひ
ゆ
か
む
す
ゑ
の
は
や
さ
を
お
も
ひ
や
れ
は
ね
の
は
や
し
に
い
れ
る
つ

る
の
こ

 

（
重
家
集
・
六
〇
四
〜
六
〇
九
）

こ
の
二
首
の
「
老
沙
弥
」
は
出
家
し
た
重
家
自
身
を
指
す
。
建
春
門
院
の
没

後
、
重
家
息
の
顕
家
が
少
将
に
な
っ
た
時
の
一
連
の
贈
答
で
あ
る
。
頼
輔
と
の

贈
答
に
続
い
て
、
羽
林
（
顕
家
）
と
の
贈
答
歌
に
移
る
。
沙
弥
は
、
直
接
的
に

は
具
足
戒
を
う
け
な
い
僧
侶
と
い
う
低
い
地
位
を
示
す
が
、
謙
遜
の
自
称
と
し

て
も
使
わ
れ
る
。「
老
沙
弥
」
の
用
例
と
し
て
は
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
三
、
慶

保
胤
「
賽
菅
丞
相
廟
願
文
」
に
「
某
、
暮
年
出
家
、
一
旦
求
道
、
今
老
沙
弥
、

無
便
営
風
月
之
賽
」
と
あ
る
。
老
齢
に
な
っ
て
か
ら
仏
道
に
出
家
し
た
身
を
謙

遜
し
て
述
べ
、
未
来
あ
る
若
い
子
息
に
対
し
て
老
い
た
自
身
の
身
を
諧
謔
的
に

語
る
表
現
な
の
で
あ
ろ
う
。

老
沙
弥
と
な
っ
た
重
家
が
顕
家
に
「
雛
鶴
」
と
よ
び
か
け
、
顕
家
が
「
と
び

ゆ
か
む
す
ゑ
の
は
や
さ
を
思
い
や
れ
」
と
返
す
こ
の
贈
答
は
、
子
息
の
出
世
の

祝
辞
に
留
ま
ら
ず
、
六
条
家
の
世
代
交
代
を
も
示
唆
す
る
。
末
尾
が
清
輔
の
供

養
を
目
的
と
し
た
一
品
経
供
養
で
終
わ
る
『
重
家
集
』
は
、
一
族
と
の
贈
答
も

含
め
て
し
ば
し
ば
六
条
家
へ
の
配
慮
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
父
祖
詠
に
対
す
る

配
慮
が
見
え
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

　
　

人
〻
右
近
馬
場
へ
ほ
と
ゝ
き
す
き
ゝ
に
お
は
し
た
り
し
に



『
重
家
集
』
考

七
五

ほ
と
ゝ
き
す
あ
か
ぬ
あ
ま
り
に
い
に
し
へ
の
ふ
り
に
し
あ
と
を
た
つ
ね
て

そ
き
く

　
　
　

祖
父
三
品
匠
作
於
此
所
伴
好
客
、
翫
時
鳥
、
故
有
此
詠

 

（
重
家
集
・
三
五
七
）

右
近
馬
場
で
詠
ん
だ
歌
に
対
す
る
左
注
で
あ
る
。
こ
の
詠
作
で
は
顕
季
の
先

例
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
次
の
歌
を
意
識
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

右
近
の
む
ま
は
に
、
人
人
、
ほ
と
ゝ
き
す
た
つ
ぬ
と
て

ほ
と
ゝ
き
す
声
あ
か
な
く
に
山
彦
の
こ
た
ふ
る
さ
と
そ
う
れ
し
か
り
け
る

 

（
六
条
修
理
大
夫
集
・
七
二
）

右
近
馬
場
で
女
房
と
贈
答
歌
を
交
わ
す
状
況
は
『
伊
勢
物
語
』
九
九
段
を
踏

ま
え
て
い
る
。
馬
場
の
ひ
を
り
の
日
に
「
中
将
な
り
け
る
男
」
が
車
中
の
女
に

和
歌
を
送
る
著
名
な
段
で
あ
る
が
、
実
際
に
右
近
馬
場
で
は
和
歌
の
催
し
や
連

歌
や
贈
答
が
行
わ
れ
て
い
た
。『
詞
花
集
』
に
は
以
下
の
よ
う
な
長
実
の
贈
答

歌
が
見
え
る
。

修
理
大
夫
顕
季
み
ま
さ
か
の
か
み
に
侍
り
け
る
時
、
人
人
い
ざ
な
ひ

て
右
近
の
む
ま
ば
に
ま
か
り
て
郭
公
ま
ち
侍
り
け
る
に
、
俊
子
内
親

王
の
女
房
二
車
ま
う
で
き
て
連
歌
し
歌
よ
み
な
ど
し
て
あ
け
ぼ
の
に

か
へ
り
侍
り
け
る
に
、
か
の
女
房
の
く
る
ま
よ
り

み
ま
さ
か
や
く
め
の
さ
ら
や
ま
と
お
も
へ
ど
も
わ
か
の
う
ら
と
ぞ
い
ふ
べ

か
り
け
る

こ
の
か
へ
し
せ
よ
と
い
ひ
侍
り
け
れ
ば
よ
め
る　
　

贈
左
大
臣

和
歌
の
う
ら
と
い
ふ
に
て
し
り
ぬ
か
ぜ
ふ
か
ば
な
み
の
た
ち
こ
と
お
も
ふ

な
る
べ
し

 

（
詞
花
集
・
雑
上
・
二
八
三
・
二
八
四
）

顕
季
や
長
実
の
詠
作
が
常
に
踏
ま
え
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
右
近
馬
場

で
「
時
鳥
」
を
詠
ず
る
歌
人
は
少
な
く
な
い
。
季
経
（
季
経
集
・
四
八
）
や
祐

盛
（
新
勅
撰
・
夏
・
一
七
七
）
も
右
近
馬
場
で
時
鳥
を
詠
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ

る
。『

重
家
集
』
で
顕
季
詠
を
本
歌
で
あ
る
と
記
し
た
の
は
、
献
上
先
に
重
家
自

身
が
六
条
家
の
家
員
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
六
条
家
の
歌
道
家
と
し
て
の
正

当
性
を
訴
求
す
る
効
果
を
期
待
し
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
見
れ
ば
、

末
尾
が
清
輔
の
菩
提
を
弔
う
一
品
経
供
養
で
集
を
終
え
て
い
る
の
も
示
唆
的
で

あ
る
。『
重
家
集
』
は
、
重
家
と
六
条
家
と
の
強
い
関
係
を
訴
え
る
歌
集
な
の

で
あ
る
。
編
年
体
と
い
う
父
祖
と
同
じ
形
式
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
自
体
、
重

家
が
六
条
家
の
歌
員
で
あ
る
こ
と
の
表
明
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

こ
う
し
た
『
重
家
集
』
の
記
述
の
様
態
か
ら
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
献
上
先

と
重
家
と
の
〈
距
離
の
遠
さ
〉
で
あ
る
。
伝
記
的
に
も
重
家
に
は
仁
和
寺
へ
の

訪
問
や
御
室
と
の
交
流
が
確
認
で
き
ず
、
恐
ら
く
直
接
的
な
交
流
は
ほ
と
ん
ど

な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
極
端
に
自
ら
を
謙
譲
し
、
子

息
や
一
族
、
交
流
あ
る
歌
人
（
俊
成
な
ど
）
を
称
揚
す
る
表
現
が
多
用
さ
れ
た

も
の
と
考
え
た
い
。
ほ
と
ん
ど
関
係
が
な
い
仁
和
寺
か
ら
重
家
に
歌
集
の
献
上

が
求
め
ら
れ
た
の
は
不
思
議
な
事
で
は
あ
る
。
守
覚
と
重
家
と
の
間
を
取
り

持
っ
た
、
あ
る
い
は
、
俊
恵
、
俊
成
、
重
家
、
教
長
と
交
流
を
も
ち
守
覚
の
歌

集
収
集
事
業
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
し
た
仁
和
寺
側
の
人
物
が
い
た
の
か
も
し
れ



七
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な
い
。
そ
の
上
で
、
重
家
は
一
族
、
特
に
子
息
た
ち
の
立
身
や
顕
昭
・
清
輔
ら

に
対
す
る
配
慮
が
は
っ
き
り
と
う
か
が
え
る
よ
う
に
家
集
を
制
作
し
た
の
で
あ

る
。
一
族
へ
の
称
揚
と
謙
譲
表
現
の
多
用
に
よ
る
献
上
者
と
の
関
係
は
『
重
家

集
』
の
中
に
内
発
的
な
動
機
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
複
雑
な
要
素
を
持
ち
込

ん
で
い
る
。「
内
裏
百
首
」
に
お
け
る
注
記
も
そ
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。
百
首

中
の
「
下
品
」
の
歌
を
除
く
べ
き
か
と
伺
い
を
立
て
て
い
る
点
に
献
上
者
と
直

接
や
り
と
り
を
し
て
い
な
い
よ
う
な
遠
慮
が
ち
な
姿
勢
が
見
て
取
れ
る
の
で
は

な
い
か
。五　

お
わ
り
に

以
上
、『
重
家
集
』「
内
裏
百
首
」
の
注
記
を
切
り
口
に
、
歌
集
内
部
の
問
題

を
探
っ
て
き
た
。
重
家
の
手
元
に
あ
っ
た
歌
稿
を
利
用
し
た
よ
う
な
編
年
体
の

歌
集
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
詞
書
の
書
き
方
に
は
、
献
上
先
や
六
条
家
の
一
族
に

対
す
る
種
々
の
配
慮
が
う
か
が
え
る
。
編
集
の
意
識
が
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
重
家
集
』
は
守
覚
の
歌
書
収
書
事
業
の
要
求
が
織
り
込
ま
れ
た
歌
集
な
の
で

あ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
も
、『
重
家
集
』
は
守
覚
の
歌
書
収
書
事
業
を
見
直

す
手
が
か
り
と
な
る
だ
ろ
う
。

近
年
、
守
覚
の
聖
教
・
儀
軌
類
の
著
述
、
集
書
等
に
つ
い
て
の
研
究
が
積
み

重
ね
ら
れ
て
い
る
）
19
（

。
だ
が
、
治
承
二
年
夏
以
降
の
歌
書
収
集
活
動
は
、
撰
集
な

ど
へ
の
発
展
が
見
ら
れ
ず
、
そ
の
目
的
も
含
め
今
後
究
明
さ
れ
る
べ
き
課
題
は

多
い
。
だ
が
、
こ
う
し
た
中
で
『
重
家
集
』
が
献
上
さ
れ
た
意
義
は
改
め
て
問

い
直
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
守
覚
の
歌
書
収
集
事
業
に
よ
り
献
上
さ
れ
た

他
の
諸
私
家
集
と
の
比
較
検
討
も
有
効
で
あ
ろ
う
。

無
論
、
単
純
な
比
較
検
討
に
は
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。『
貧
道
集
』

は
じ
め
献
上
さ
れ
た
と
思
し
き
諸
家
集
は
安
元
年
間
ま
で
に
な
っ
て
い
た
も
の

が
基
盤
と
な
っ
て
い
た
と
さ
れ
、『
長
秋
詠
藻
』
も
出
家
以
前
に
制
作
さ
れ
た

部
分
が
大
半
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
）
20
（

。
守
覚
の
求
め
に
応
じ
て
作
ら
れ
た
歌
集
と
、

守
覚
が
求
め
る
以
前
か
ら
制
作
さ
れ
て
い
た
も
の
が
奏
上
さ
れ
た
場
合
と
で
、

守
覚
側
の
要
求
も
異
な
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
全
て
今
後
の
課
題
と
し

た
い
。
だ
が
、
ま
ず
は
諸
私
家
集
の
一
つ
一
つ
の
論
理
と
構
成
か
ら
、
献
上
歌

集
と
し
て
の
性
質
や
献
上
先
と
の
関
係
性
を
読
み
解
き
う
る
こ
と
を
認
識
す
べ

き
な
の
で
あ
る
。

重
家
に
私
家
集
編
纂
の
内
発
的
な
強
い
動
機
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
ず
、
ま

た
保
元
四
年
以
降
の
詠
を
編
年
で
集
成
す
る
と
い
う
歌
集
の
形
式
か
ら
も
そ
れ

は
伺
え
な
い
。
他
出
も
極
め
て
限
定
的
で
、
ほ
と
ん
ど
流
布
し
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
重
家
自
身
が
仁
和
寺
に
献
上
す
る
以
外
、
積
極
的
に
他
者
に
見
せ
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、『
重
家
集
』
は
守
覚
の
要
求
に
対
し

て
比
較
的
忠
実
か
つ
最
適
な
形
を
採
用
し
た
歌
集
―
―
外
発
的
な
要
因
を
強
く

受
け
た
歌
集
―
―
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
そ
の
点
か
ら
は
非
常
に
重
要
な
歌

集
で
あ
る
と
評
価
す
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
仮
に
本
論
で
指
摘
し
た
よ
う
に
重
家
と
守
覚
を
取
り
次
い
だ
人
物
が

い
た
と
し
て
、
そ
れ
が
誰
で
あ
る
か
と
い
っ
た
問
題
も
残
る
。
多
く
の
課
題
は

残
る
が
、『
重
家
集
』
に
は
謙
遜
表
現
や
、
説
明
的
な
詞
書
が
多
く
、
一
族
に
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対
し
様
々
な
配
慮
が
見
え
特
定
の
読
者
を
強
く
意
識
し
た
記
述
が
散
見
さ
れ
る
。

献
上
先
で
あ
る
守
覚
と
の
関
係
が
浅
い
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
な
書
き
方
を
選
択

し
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
観
点
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
歌
集
内
部
の
問
題
や

特
質
へ
と
目
を
向
け
る
べ
き
段
階
に
来
て
い
る
。

注

（
１
）　

岡
田
希
雄
「
藤
原
重
家
集
解
説
（
上
）」（『
芸
文
』
一
八
―
一
、
京
都
文
学
会
、
一

九
二
七
・
一
）、
同
「
藤
原
重
家
集
解
説
（
下
）」（『
芸
文
』
一
八
―
二
、
京
都
文
学
会
、

一
九
二
七
・
二
）。
以
下
、
岡
田
論
文
は
こ
の
二
本
に
よ
る
。
な
お
、
岡
田
希
雄
旧
蔵

本
は
国
会
図
書
館
現
蔵
で
あ
る
。

（
２
）　

久
保
田
淳
『
中
世
和
歌
史
の
研
究
』（
明
治
書
院
、
一
九
九
三
）。

（
３
）　

井
上
宗
雄
『
平
安
後
期
歌
人
伝
の
研
究　

増
補
版
』（
笠
間
書
院
、
一
九
八
七
）。
重

家
の
伝
記
的
事
項
も
本
書
に
依
っ
た
。

（
４
）　

松
野
陽
一
『
藤
原
俊
成
の
研
究
』（
笠
間
書
院
、
一
九
七
三
）。

（
５
）　

中
村
文
『
後
白
河
院
時
代
歌
人
伝
の
研
究
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
五
）。

（
６
）　

松
野
注
（
４
）
前
掲
書
、
六
四
二
頁
。

（
７
）　

た
だ
し
、
尊
経
閣
文
庫
本
で
は
「
月
十
首
」
題
が
八
首
し
か
な
く
朱
で
「
雖
十
首
有

本
八
首
不
審
」
と
注
さ
れ
る
。
一
二
二
、
一
二
四
番
歌
が
片
仮
名
で
補
入
さ
れ
て
お
り
、

尊
経
閣
文
庫
本
の
祖
本
に
は
こ
の
二
首
が
抜
け
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
重
家
が
二

首
抜
い
た
の
で
あ
れ
ば
後
か
ら
片
仮
名
で
追
加
す
る
と
は
考
え
に
く
く
、
後
人
に
よ
る

校
合
と
考
え
て
お
き
た
い
。

（
８
）　

谷
山
、
樋
口
前
掲
書
、『
重
家
集
』
解
題
「〔
付
記
〕
重
家
集
中
、
歌
頭
の
小
圏
お
よ

び
左
右
の
肩
の
合
点
が
何
を
意
味
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
慎
重
に
考
え
ね
ば
な

ら
な
い
。
と
く
に
肩
の
合
点
の
方
は
、
奥
書
中
に
「
追
仰
彼
入
道
尋
常
歌
等
令
合
畢
」

と
あ
る
こ
と
と
照
応
す
る
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
な
お
後
考
を
俟
つ
こ
と
に

し
た
い
。」
五
七
頁
。
岡
田
前
掲
論
文
に
も
合
点
圏
点
に
つ
い
て
指
摘
が
あ
る
。

（
９
）　

簗
瀬
一
雄
『
簗
瀬
一
雄
著
作
集
１　

俊
恵
研
究
』（
加
藤
中
道
館
、
一
九
七
七
）。

（
10
）　

久
保
木
秀
夫
『
林
葉
和
歌
集　

研
究
と
校
本
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
七
）。

（
11
）　
『
私
家
集
大
成
』
内
、『
林
下
集
』『
教
長
集
』
等
の
解
題
。
ま
た
、
守
覚
か
ら
の
要
請

で
制
作
さ
れ
た
歌
集
群
の
認
定
に
関
し
て
は
松
野
陽
一
『
鳥
帚　

千
載
集
時
代
和
歌
の

研
究
』（
風
間
書
房
、
一
九
九
五
）
に
詳
し
い
。

（
12
）　

千
草
聡
「
守
覚
法
親
王
略
年
譜
―
和
歌
活
動
の
面
を
中
心
に
―
」（『
筑
波
大
学
平
家

部
会
論
集
』
三
、
一
九
九
二
・
三
）。

（
13
）　

黒
田
彰
子
『
俊
成
論
の
た
め
に
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
三
）。

（
14
）　

松
野
注
（
11
）
前
掲
書
、
檜
垣
孝
「
俊
成
に
お
け
る
『
長
秋
詠
藻
』
編
纂
の
意
識
に

つ
い
て
―
百
首
歌
の
取
り
扱
い
を
中
心
に
―
」（『
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
紀

要
』
一
三
、
一
九
七
八
・
一
二
）
等
で
は
俊
成
の
内
発
的
な
動
機
や
「
久
安
百
首
」「
述

懐
百
首
」
へ
の
思
い
入
れ
が
重
視
さ
れ
る
が
、
守
覚
か
ら
の
要
請
と
俊
成
の
歌
集
の
編

纂
意
識
が
関
係
す
る
の
か
は
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
俊
成
は
生
涯
十
三
度

（
以
上
）
の
百
首
歌
を
詠
ん
だ
が
家
集
に
二
つ
の
百
首
を
そ
の
ま
ま
挿
入
し
て
い
る
点

は
特
筆
に
値
し
よ
う
。

（
15
）　

顕
昭
『
古
今
集
序
注
』「
寿
永
二
年
極
月
中
旬　

顕
昭
注
之
／
文
治
二
年
正
月
廿
四

日
依
重
仰
差
声
加
点
畢
／
建
久
二
年
九
月
五
日
重
下
賜
加
点
差
声
了
。
顕
昭
」（『
日
本

歌
学
大
系　

別
巻
四
』
に
よ
る
。「
／
」
は
改
行
）。
同
様
に
重
て
点
を
加
え
た
こ
と
は

『
古
今
集
注
』
他
に
も
見
え
る
。
年
次
は
未
詳
だ
が
、『
散
木
集
注
』
に
も
「
重
下
給
差

声
了
」
と
あ
る
。

（
16
）　

西
村
加
代
子
『
平
安
後
期
歌
学
の
研
究
』（
和
泉
書
院
、
一
九
九
七
）
に
よ
れ
ば
、
顕

季
が
仁
和
寺
最
勝
院
を
建
立
し
、
そ
の
縁
で
覚
顕
、
長
寛
、
印
性
と
い
っ
た
六
条
家
ゆ

か
り
の
人
物
が
仁
和
寺
に
入
山
し
て
い
る
。
長
寛
は
顕
輔
息
で
長
実
の
猶
子
と
な
っ
た

（『
仁
和
寺
候
人
系
図
』）
人
物
だ
が
、
承
安
二
年
に
は
房
舎
を
印
性
に
譲
り
仁
和
寺
を

離
れ
た
と
み
ら
れ
る
。『
千
載
集
』
に
も
入
集
し
歌
歴
も
あ
る
。
顕
昭
以
外
に
も
六
条

家
関
係
者
の
歌
僧
が
い
た
こ
と
は
注
意
さ
れ
よ
う
。

（
17
）　

久
曽
神
昇
『
顕
昭
・
寂
蓮
』（
三
省
堂
、
一
九
四
二
）、
西
沢
誠
人
「
顕
昭
攷
―
仁
和

寺
入
寺
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
和
歌
文
学
研
究
』
二
八
、
一
九
七
二
・
六
）。
顕
昭
の
仁



七
八

和
寺
住
山
は
、
久
曽
神
は
寿
永
元
年
頃
、
西
沢
は
元
暦
年
間
ま
で
下
る
と
考
え
る
。

（
18
）　

兼
築
信
行
「
三
位
大
進
考
―
藤
原
清
輔
の
称
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
国
文
学
研
究
』
一

五
五
、
早
稲
田
大
学
国
文
学
会
、
二
〇
〇
八
・
六
）。

（
19
）　

阿
部
泰
郎
他
編
『
守
覚
法
親
王
と
仁
和
寺
御
流
の
文
献
学
的
研
究　

論
文
篇
』（
勉
誠

出
版
、
一
九
九
八
）、
同
『
守
覚
法
親
王
と
仁
和
寺
御
流
の
文
献
学
的
研
究　

資
料
編
』

（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
〇
）
等
。
ま
た
、
現
在
の
仁
和
寺
に
は
『
古
蹟
歌
書
目
録
』
に

み
え
る
歌
書
群
は
現
存
し
な
い
。
山
本
真
吾
「
守
覚
法
親
王
関
係
典
籍
」（
研
究
代
表

者
月
本
雅
幸
『
平
成
９
〜
12
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
A
）（
１
）
研
究

成
果
報
告
書　

真
言
宗
寺
院
所
蔵
の
典
籍
文
書
の
総
合
的
調
査
研
究
―
仁
和
寺
御
経
蔵

を
対
象
と
し
て
―
』
二
〇
〇
一
・
三
）。

（
20
）　

松
野
注
（
４
）
前
掲
書
。

付
記

『
重
家
集
』
本
文
、
私
撰
集
は
『
新
編
私
家
集
大
成
』（『
和
歌
＆
俳
句
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

ver4.1

』
日
本
文
学
ウ
ェ
ブ
図
書
館
、
二
〇
一
四
）
に
よ
り
歌
番
号
を
付
し
た
。
勅
撰
集
は
『
新

編
国
歌
大
観
』（『
和
歌
＆
俳
句
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ーver4.1

』、
日
本
文
学
ウ
ェ
ブ
図
書
館
、
二
〇

一
四
）
に
よ
っ
た
。『
本
朝
文
粋
』
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
っ
た
。
引
用
に
際
し
て
私

に
表
記
を
変
更
し
た
も
の
が
あ
る
。


